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来
年
度（
平
成
二
十
五
年
度
）

の
予
算
確
保
に
向
け
た
行
動
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

七
月
四
日
、
炎
天
下
の
中
、

東
京
の
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂

に
は
全
国
五
〇
県
連
・
組
合
五
、

二
五
八
名
の
仲
間
が
結
集
し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
相
川
委
員
長
、

舩
津
副
委
員
長
、
山
田
哲
夫
執

行
委
員
（
島
原
）、
長
島
則
行

執
行
委
員
（
佐
世
保
東
）、
佐

藤
長
建
国
保
事
務
局
長
が
参
加
。

予
算
要
求
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
厚
生
労
働
省
に
対
す
る

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
展
開
し
て

い
る
が
、
大
変
厳
し
い
状
況
が

予
想
さ
れ
る
中
、
予
算
確
保
の

実
現
に
向
け
て
は
政
党
や
国
会

議
員
な
ど
各
方
面
と
の
連
帯
と

協
力
関
係
は
必
要
不
可
欠
だ
。

大
会
に
は
、各
政
党
代
表（
民

主
党
、
自
民
党
、
公
明
党
、
共

産
党
、社
民
党
、み
ん
な
の
党
）

が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、「
全

建
総
連
の
仲
間
が
東
日
本
大
震

災
の
復
興
支
援
に
い
ち
早
く
取

り
組
ん
だ
。
建
設
国
保
の
育
成

強
化
と
予
算
確
保
に
全

力
で
取
り
組
む
。」
と
、

各
々
よ
り
力
強
い
決
意

が
述
べ
ら
れ
た
。
全
建

総
連
古
市
書
記
長
は
、

基
調
報
告
の
中
で
支
援

カ
ン
パ
等
の
復
興
支
援

の
お
礼
と
、「
高
齢
者

医
療
制
度
の
見
直
し
と

と
も
に
、
国
保
組
合
へ

の
補
助
率
の
見
直
し
な

ど
法
改
正
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
油
断
で
き
な

い
状
況
だ
。」
と
し
て

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
を
述

べ
た
。
最
後
に
、「
全
建
総
連

六
十
三
万
人
を
あ
げ
て
予
算
要

求
行
動
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
年
末
ま
で
全
力
で

奮
闘
し
よ
う
。」
と
い
う
大
会

決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

建
設
不
況
を
打
開
し
仕
事
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
そ
し
て

私
達
建
設
労
働
者
に
は
欠
か
せ

な
い
建
設
国
保
を
守
る
た
め
、

今
後
の
予
算
要
求
行
動
の
取
り

組
み
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

▲

（
右
）舩
津
副
委
員
長

（
中
央
）高
木
衆
議
員

（
左
）相
川
委
員
長

地
元
国
会
議
員
に
も
要
請

同
日
、
全
国
の
仲
間
の
代
表

で
結
成
さ
れ
た
交
渉
団
に
よ
る

厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
、

建
退
共
事
業
本
部
に
対
す
る
要

請
行
動
も
行
わ
れ
た
。

あ
わ
せ
て
、
相
川
委
員
長
を

先
頭
に
、
地
元
選
出
の
国
会
議

員
に
対
し
て
も
予
算
要
求
へ
の

理
解
と
厚
生
労
働
省
へ
の
働
き

か
け
を
要
請
し
た
。

要
請
先
は
下
記
の
通
り
。

○
衆
議
院
議
員

・
�
木
義
明
氏
（
本
人
）

・
福
田
衣
里
子
氏
（
留
守
）

・
山
田
正
彦
氏
（
秘
書
）

・
宮
島
大
典
氏
（
秘
書
）

・
川
越
孝
洋
氏
（
秘
書
）

・
谷
川
弥
一
氏
（
秘
書
）

・
北
村
誠
吾
氏
（
本
人
）

○
参
議
院
議
員

・
大
久
保
潔
重
氏
（
秘
書
）

・
金
子
原
二
郎
氏
（
秘
書
）

国
保
組
合
の
補
助
金
を
め
ぐ

る
情
勢
が
不
透
明
で
補
助
制
度

が
大
き
く
変
更
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
中
、
長
建
国
保
に
対
す

る
現
行
補
助
水
準
の
維
持
に
向

け
組
合
で
組
合
員
・
家
族
の
皆

様
に
ハ
ガ
キ
要
請
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
所
、
一
万
六
千

六
百
十
通
の
要
請
ハ
ガ
キ
を
集

約
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
特

に
東
長
崎
、
大
村
、
佐
世
保
中

央
、
佐
世
保
北
、
北
松
、
平
戸

の
六
支
部
が
組
織
の
二
・
五
倍

と
い
う
目
標
を
達
成
し
、
取
り

組
み
に
対
す
る
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、
厚

生
労
働
省
へ
全
通
投
函
し
ま
し

た
。建

設
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い

現
状
か
ら
建
設
国
保
・
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
・
公
契
約

法
制
定
な
ど
は
、
今
の
私
た
ち

の
生
活
や
後
の
建
設
業
に
携
わ

る
人
達
を
守
る
為
に
も
大
切
な

も
の
で
あ
る
。
運
動
に
か
か
わ

る
組
合
員
と
し
て
続
け
て
い
く

重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

建
設
不
況
の
中
、
い
か
に
仕

事
を
確
保
す
る
か
等
の
話
が
集

中
し
た
。
そ
の
中
で
全
国
的
に

拡
大
し
つ
つ
あ
る
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
金
の
推
進
な
ど
一
人
の
力

で
は
出
来
な
い
。
組
合
員
の
団

結
、
ま
た
国
会
議
員
の
先
生
方

の
党
派
を
超
え
た
協
力
の
も
と

で
、
全
建
総
連
が
よ
り
強
い
発

言
力
を
持
つ
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
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熱中症に注意�
予防のためにこまめな水分、
塩分の補給を心がけ、休憩
も十分に取りましょう。
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―「
仕
事
と
暮
ら
し
」―「
建
設
国
保
を
守
る
た
め
」―

国
保
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

集約枚数

１，０４４

６３７

１，０１９

１，０７２

１，４０４

６８１

１，１６５

１，３９９

１，０８４

９００

１，５３０

１，３６１

１，７０９

８８０

６１０

１１５

１６，６１０

支 部 名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐世保東

佐世保北

北 松

平 戸

書 記 局

合 計

中央決起大会に参加して

平成２５年度国保組合予算に
向けたハガキ要請行動

１６，６１０通
組合員・ご家族の皆様、ご協力ありがとうございました。

経
営
事
項
審
査
制
度
の
改
正
に
伴
う
留
意
点
に
つ
い
て

―
―

国
交
省
五
月
一
日
付
通
達

―
―

「
五
人
以
上
の
個
人
事
業
所
や
法
人
事
業
所
が
健
保
適
用
除
外
を
し
て
国
保
組
合
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
は
社
会
保
険
適
用
で
あ
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

７・４ 東京
日比谷公園

7

ハガキ要請行動集計表

山
田
哲
夫
さ
ん

（
島
原
支
部
）

長
島
則
行
さ
ん

（
佐
世
保
東
支
部
）

毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）７月１５日発行建 設 長 崎第５６５号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�



～平和学習の一環で１６０名～

指
導前

田

三
男
（
浦
上
西
）

古
川

勝
（
浦
上
西
）

山
形

信
（
浦
上
西
）

森

政
一
（
浦
上
東
）

石
田

正
（
西
彼
）

青
年
部
大
会
皆
で
団
結
！

青
年
部
を
盛
り
上
げ
よ
う

六
月
二
十
六
日
�
、
午
後
七

時
よ
り
、時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
二
十
五
回

（
青
研
部
よ
り
通
算
三
十
五

回
）と
な
る「
建
設
長
崎
青
年
部

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

諫
早
支
部
の
林
さ
ん
が
議
長

に
就
任
し
、
こ
の
一
年
間
の
活

動
経
過
報
告
、
新
年
度
の
活
動

方
針（
案
）、本
部
青
年
部
役
員

の
選
出
に
つ
い
て
、
青
年
層
組

合
員
六
十
二
名
、
支
部
役
員
十

六
名
、
本
部
役
員
十
一
名
、
書

記
局
員
十
二
名
、
合
計
一
〇
一

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
議
事
の
中
で
、
職
人
太

鼓
の
活
動
等
に
つ
い
て
質
問
が

出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
役
員
が
承
認
さ

れ
、部
長
に
北
村
亮
樹（
北
松
）

さ
ん
、
副
部
長
に
山
下
洋
二
さ

ん
（
市
南
）、
松
田
隆
人
さ
ん

（
浦
上
東
）、
事
務
局
長
に
村

上
昌
也
さ
ん
（
諫
早
）、
各
支

部
よ
り
幹
事
と
し
て
、
二
十
九

名
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
の
最
後
に
、
北
村
部
長

よ
り
「
今
後
の
青
年
部
発
展
に

向
け
、
役
員
が
先
頭
と
な
り
団

結
し
て
青
年
部
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
」と
挨
拶
が
あ
り
、力
強

い
団
結
頑
張
ろ
う
で
、
今
年
の

青
年
部
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

新
年
度
本
部
ス
タ
ッ
フ

部

長
（
北
松
）
北
村

亮
樹

副
部
長
（
市
南
）
山
下

洋
二

副
部
長
（
浦
上
東
）
松
田

隆
人

事
務
局
長
（
諫
早
）
村
上

昌
也

事
務
局
次
長
（
専
従
）
松
園

俊
輔

主
婦
会
総
会
総
勢
八
十
六
名
の
参
加

七
月
三
日
�
建
設
長
崎
本
部

に
於
い
て
主
婦
会
総
会
が
、
主

婦
会
員
、
本
部
役
員
、
書
記
局

含
め
総
勢
八
十
六
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
金

子
副
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

に
始
ま
り
、
議
長
に
市
南
支
部

の
山
下
さ
ん
、
島
原
支
部
の
久

保
田
さ
ん
を
選
出
し
た
後
、
相

川
執
行
委
員
長
、
岡
�
会
長
の

あ
い
さ
つ
と
続
き
ま
し
た
。

馬
場
副
会
長
の
経
過
報
告
の

後
、
岡
�
会
長
よ
り
活
動
方
針

が
提
案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十

四
年
度
の
役
員
に
つ
い
て
は
、

岡
�
会
長
が
勇
退
さ
れ
、
新
た

に
会
長
に
馬
場
ヒ
ロ
子
さ
ん

（
中
央
支
部
）、
副
会
長
に
山

形
マ
ス
子
さ
ん（
浦
上
西
支
部
）、

事
務
局
長
に
澤
山
敬
子
さ
ん

（
専
従
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

岡
�
ア
イ
子
さ
ん
に
は
、
長
年

の
功
績
を
称
え
馬
場
会
長
よ
り

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
北
村
副
委
員
長
の

音
頭
で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」

を
元
気
よ
く
三
唱
し
、
渡
辺
副

会
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

新
年
度
役
員

会

長

馬
場
ヒ
ロ
子（
中
央
）

副
会
長

渡
辺

克
子（
大
村
）

副
会
長

金
子

嘉
子

（
佐
世
保
中
央
）

副
会
長

山
形
マ
ス
子（

浦
上
西
）

事
務
局
長

澤
山

敬
子（
専
従
）

事
務
局
次
長

堀
川
い
づ
み（
専
従
）

全
建
総
連
全
国
主
婦
交
流
集
会
に
参
加
し
て

主
婦
会
の
力
は
絶
大
で
あ
る
事
を
痛
感

六
月
二
十
八
、
二
十
九
日
、

全
建
総
連
全
国
主
婦
交
流
集
会

が
静
岡
県
熱
海
市
で
あ
り
ま
し

た
。
飛
行
機
や
列
車
を
乗
り
継

ぎ
な
が
ら
、
無
事
に
目
的
地
に

着
く
や
い
な
や
三
十
七
県
連
組

合
よ
り
二
百
十
四
名
の
参
加
の

も
と
、
全
建
総
連
古
市
良
洋
書

記
長
を
講
師
に
迎
え
、
今
ど
う

し
て
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
」
な
の
か
を
議
題
に
講
話

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
・
日
本
社
会
で
高
齢
化
が
増

え
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
保
障

に
か
か
る
費
用
が
増
え
る
。

・
今
働
い
て
い
る
人
達
が
減
り
、

子
供
が
減
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
税
収
が
伸
び
な
い
。

・
国
の
借
金
が
増
え
て
、
こ
れ

か
ら
先
税
金
に
よ
る
収
入
が

増
え
な
い
。

・
国
の
負
担
に
消
費
税
を
引
き

上
げ
た
分
を
充
当
し
、
社
会

保
障
額
の
安
定
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
国
の
財
政
健

全
化
を
図
る
。」
と
い
う
理

由
だ
そ
う
だ
。

な
ぜ
今
消
費
税
率
で
ま
か
な

う
の
か
、
上
げ
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
政

府
の
考
え
」
は
、
所
得
税
、
法

人
税
は
景
気
に
左
右
さ
れ
安
定

的
な
税
収
が
見
込
め
な
い
。
特

に
所
得
税
で
ま
か
な
お
う
と
す

れ
ば
、
勤
労
世
代
だ
け
が
負
担

増
と
な
る
。
消
費
税
は
社
会
保

障
制
度
の
利
益
を
享
受
す
る
人

が
幅
広
く
負
担
す
る
。
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
人
と
み
ん
な
で
税

負
担
す
べ
き
だ
。
だ
か
ら
消
費

税
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う

こ
と
だ
。

全
建
総
連
で
は
、
国
か
ら
の

補
助
金
を
確
保
す
る
た
め
、
私

達
に
と
っ
て
建
設
国
保
が
大
切

な
も
の
な
の
だ
と
議
員
や
役
所

に
伝
え
る
為
に
も
、
今
ま
で
ど

お
り
ハ
ガ
キ
・
地
元
国
会
議
員

要
請
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
主
婦
会
の
盛
り
上
が
り

を
ど
う
つ
く
る
か
に
つ
い
て
、

若
手
が
大
幅

に
減
少
し
て

い
る
中
、
長

期
に
考
え
る

と
組
合
の
後

継
者
不
足
と

大
幅
な
人
数

減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。
現
場
に

は
若
い
職
人
が
少
な
く
な
っ
て

い
て
、
現
在
の
建
設
青
年
は
孤

独
。
仕
事
に
も
技
術
も
営
業
も

自
分
で
勉
強
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
う
し
た
若
手
の
仲
間
の
要
求

に
こ
た
え
る
活
動
が
必
要
。

主
婦
会
は
、
お
父
さ
ん
達
と

一
緒
に
な
り
、
接
着
剤
と
な
り
、

若
手
の
組
合
加
入
を
う
な
が
し
、

子
連
れ
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
、

子
育
て
世
代
の
対
策
の
強
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

ど
こ
の
県
も
主
婦
会
の
力
が

絶
大
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
長
崎
に
飛
ん
で
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

（
山
形
マ
ス
子
）

六
月
二
十
九
日
、
建
設

長
崎
の
組
合
員
さ
ん
が
長

崎
市
内
の
中
学
校
で
万
灯

づ
く
り
の
指
導
を
し
ま
し

た
。八

月
九
日
に
行
わ
れ
る

浦
上
川
万
灯
流
し
に
は
、

地
元
の
自
治
会
や
保
育
園
、

小
・
中
学
生
が
作
っ
た
万

灯
を
長
さ
約
一
一
〇
メ
ー

ト
ル
の
い
か
だ
に
乗
せ
て

流
し
ま
す
。

二
十
九
日
に
は
、
長
崎

市
立
渕
中
学
校
の
生
徒
約

一
六
〇
名
が
平
和
学
習
の

一
環
で
万
灯
を
製
作
し
、

建
設
長
崎
か
ら
組
合
員
さ

ん
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
午
後
か
ら
体
育

館
に
集
合
し
、
五
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
万
灯
を
製
作
。

万
灯
の
大
き
さ
は
、
高
さ
二

十
七
セ
ン
チ
、
幅
十
九
・
五
セ

ン
チ
で
、
角
材
や
大
小
の
釘
を

含
め
て
三
十
八
個
の
部
品
に
な

り
ま
す
。

中
に
は
小
学
生
の
と
き
に
つ

く
っ
た
こ
と
の
あ
る
生
徒
も
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
家
か
ら

持
っ
て
き
た
金
槌
を
手
に
お
互

い
に
手
伝
い
な
が
ら
作
り
ま
し

た
。何

度
も
同
じ
と
こ
ろ
で
は
み

出
す
釘
を
職
人
さ
ん
に
打
ち
直

し
て
も
ら
っ
た
り
、
曲
が
っ
た

釘
を
抜
い
て
も
ら
っ
た
り
と
、

苦
戦
し
な
が
ら
も
一
時
間
程
を

か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

組
み
立
て
た
万
灯
は
、
自
分

で
書
い
た
鳩
の
絵
や
平
和
を
祈

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
紙
を

貼
り
付
け
、
八
月
九
日
に
浦
上

川
に
流
さ
れ
ま
す
。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５６５号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）７月１５日発行



�����������

�����������

健
康
保
険
法
に
よ
り
法
人
事

業
所
（
従
業
員
五
人
以
上
を
有

す
る
個
人
事
業
所
含
む
。
以
下

「
法
人
事
業
所
等
」と
い
う
。）

は
、
社
会
保
険
（
健
康
保
険
と

厚
生
年
金
加
入
）
の
強
制
適
用

事
業
所
と
な
り
、
そ
の
事
業
主

に
は
年
金
事
務
所
へ
の
届
出

（
加
入
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

但
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
法
人
事
業
所
等
の
事
業
主

は
、
健
康
保
険
適
用
除
外
承
認

申
請
書
を
事
実
発
生
か
ら
五
日

以
内
に
所
轄
の
年
金
事
務
所
に

提
出
し
、
同
所
の
承
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
金

事
務
所
の
承
認
を
受
け
る
こ
と

で
、
年
金
は
厚
生
年
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
が
、
健
康
保
険
の
適

用
は
除
外
さ
れ
長
建
国
保
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
長
建
国
保
の
組
合
員
が
法
人

事
業
所
等
の
事
業
主
と
し
て

事
業
を
営
む
場
合

�
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認

を
受
け
て
い
る
事
業
所
内
で

新
た
に
雇
用
し
た
従
業
員
を

長
建
国
保
の
組
合
員
と
し
て

加
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合

�
法
人
事
業
所
等
で
、
長
建
国

保
の
組
合
員
を
従
業
員
と
し

て
雇
用
す
る
場
合

▼
申
請
は
事
実
発
生
か
ら

五
日
以
内

健
康
保
険
適
用
除
外
承
認
申

請
書
は
、
事
実
発
生
（
雇
用
日
、

法
人
設
立
日
等
）
か
ら
五
日
以

内
に
年
金
事
務
所
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

五
日
以
内
に
届
出
が
出
来
な

か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
理
由
書
の
添
付
が
必

要
で
す
。
や
む
を
得
な
い
理
由

と
は
、
天
災
地
変
や
事
故
、
事

業
主
の
入
院
や
家
族
の
看
護
、

登
記
等
の
事
務
手
続
き
、
離
島

他
、
事
業
主
の
責
に
よ
ら
な
い

事
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
例
と
し
て
、
法
人
設
立
後
、

数
年
経
過
し
て
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
常
識
の
範
囲
外
と
し
て

遅
延
理
由
と
し
て
は
認
め
ず
、

年
金
事
務
所
が
承
認
し
な
か
っ

た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
未
承
認
者
は
資
格
喪
失

健
康
保
険
適
用
外
の
未
承
認

者
は
、長
建
国
保
の
組
合
員（
被

保
険
者
）
と
し
て
は
加
入
資
格

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
資
格
喪
失
（
脱
退
）
と
な

り
ま
す
。

未
承
認
事
業
主
は
、
至
急
申

請
手
続
き
の
上
、
年
金
事
務
所

の
承
認
を
受
け
て
下
さ
い
。
詳

細
は
組
合
各
支
部
、
又
は
長
建

国
保
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

厚
生
労
働
省
の
職
種
調
査
は
定
期
的
に
実
施

来
年
、
又
は
再
来
年
に
お
い
て
、
今
回
同

様
、「
建
設
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
」
の
提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

組
合
員
資
格
の
適
用
の
適
正
化
と
国
保
組

合
を
守
り
健
全
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
仲

間
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※今月号には８月～９月分実施のみです。

会 場

船員福祉会館
生月支所
サン・ケア平戸

各地区公民館
（詳細は、広報掲載）

大瀬戸保健センター

福江総合福祉保健センター

長与町健康センター
時津町北部コミュニティセンター

時津町保健センター

農村環境改善センター

勤労福祉会館

総合文化会館

川棚町中央公民館

佐々町健康相談センター

佐々町健康相談センター

時 間

８：００～１０：３０
８：００～１０：３０
１７：００～２０：００
８：３０～９：３０
１３：００～１４：００
８：３０～９：３０
１３：００～１４：００
８：３０～９：３０
１３：００～１４：００
８：００～９：３０
１３：３０～１４：３０
８：００～９：３０
１３：３０～１４：３０
８：００～９：３０
１３：３０～１４：３０
８：００～９：３０
１３：３０～１４：３０
８：００～９：３０
１３：３０～１４：３０
事前予約必要
９：１５～１１：００
８：３０～１１：００
８：３０～１１：００
８：３０～１１：００
８：３０～１１：００
８：３０～１１：００
７：３０～１０：００
１３：００～１４：３０
７：３０～１０：００
１３：００～１４：３０
７：３０～１０：００
１３：００～１４：３０

８：３０～１０：００

７：００～１１：３０

７：００～１１：３０

曜日

金
土
金

水

木

金

日

月

火

水

木

金
金
土
日
月
火
水

水

木

金

火
水
木
金
土
日
水
木
金
月
火
水
木
金
土
日

月日

８月２４日
８月２５日
８月３日

８月１日

８月２日

８月３日

９月２日

９月３日

９月４日

９月５日

９月６日

８月１０日
８月３日
８月４日
８月５日
８月６日
８月７日
８月８日

９月１９日

９月２０日

９月２１日

８月７日
８月８日
８月９日
８月１０日
８月１１日
８月１２日
８月１日
８月２日
８月３日
９月２４日
９月２５日
９月２６日
９月２７日
９月２８日
９月２９日
９月３０日

地区

生月

平戸

大瀬戸

市・町

平戸市

西海市

五島市

長与町

時津町

波佐見町

川棚町

佐々町

法
人
事
業
主
は

健
保
適
用
除
外

承
認
が
必
要

平成２４年度 長崎県特定健診（集団健診）実施日程表〈市町との共同実施分〉

会 場

メルカつきまち５階

中央保健センター
（市役所別館地下１階）

北保健センター２階

古賀地区市民センター
滑石地区ふれあいセンター
山里地区ふれあいセンター
琴海南部文化センター
琴海さざなみ会館
琴海文化センター

野母地区公民館

野母地区公民館
高浜地区公民館
野母崎黒浜公民館
野母崎木場公民館

脇岬地区公民館

野母崎樺島地区公民館

野母崎福祉保健センター

高浜地区公民館

伊王島開発総合センター

香焼ひまわり

たらみ会館
たらみ会館
田尻地区公民館
森山保健センター
釜公民館
小長井文化ホール

溝陸公民館

鈴田出張所

萱瀬出張所
竹松出張所

大村市民会館

福重出張所
松原出張所
御崎コミュニティセンター

開発総合センター

開発総合センター

時 間

１０：００～１１：３０
１３：３０～１５：００

９：３０～１１：００

９：３０～１１：００
１３：３０～１５：００
９：３０～１１：００
９：３０～１１：００
９：３０～１１：００
８：４５～１１：００
８：４５～１１：００
８：４５～１１：００
９：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：００～１１：００
１３：００～１４：００
９：００～１１：００
１３：００～１４：３０
８：３０～１１：００
８：３０～１１：００
８：３０～１１：００
８：３０～１１：００
８：３０～１１：００
８：３０～１１：００
９：００～１０：３０
１３：００～１４：３０
９：００～１０：３０
１３：００～１４：３０
９：００～１０：３０
１３：００～１４：３０
９：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：００～１０：３０
１３：００～１４：３０
７：３０～８：００
９：００～１０：００
１３：００～１４：００
８：００～１０：００
１３：００～１４：００

曜日

水

金

月

月
木
金
火
水
木

月

火

水

木

金

日

火

木

水

木
金
火
日
水
木

月

火

水

木

金

水

木

月日

８月８日

８月１７日

８月２０日

９月１０日
９月２０日
９月２１日
８月２１日
８月２２日
８月２３日

９月３日

９月４日

９月５日

９月６日

９月７日

９月９日

９月１１日

９月１３日

９月１９日

９月２７日
９月２８日
９月１８日
９月３０日
９月１９日
９月２０日

９月２４日

９月２５日

９月２６日

９月２７日

９月２８日

８月１日

８月２日

地区

中央

琴海

野母崎

伊王島

香焼

多良見

森山

小長井

生月

市・町

長崎市

諫早市

大村市

平戸市

※大村市、対馬市、時津町、長与町は事前予約制となっています。受診される際は、市役所、役場窓口へご連絡をお願いします。

毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）７月１５日発行建 設 長 崎第５６５号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



県
央
総
支
部

佐
世
保
東
支
部

西

彼

支

部

九九
州州
表表
具具
文文
化化
協協
会会
長長
崎崎
大大
会会

にに
てて
演演
奏奏
をを
披披
露露

飯
塚
・
博
多
方
面
へ

〜
六
年
ぶ
り
の
青
年
部
旅
行
〜

四
月
十
五
日
と
十
六
日
の
一

泊
二
日
で
「
県
央
青
年
部
の
研

修
旅
行
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
大
村
支
部
青
年
部
の

発
案
で
、
福
岡
県
飯
塚
市
・
博

多
方
面
へ
十
一
名
の
参
加
で
し

た
。最

初
に
古
い
歴
史
あ
る
木
造

建
築
の
見
学
で
す
。
飯
塚
市
の

有
形
指
定
文
化
財
で
、
筑
豊
の

炭
鉱
王
が
建
造
し
た
「
旧
伊
藤

伝
衛
門
邸
」
で
す
。
延
べ
床
面

積
が
三
百
坪
も
あ
る
邸
宅
は
和

洋
折
衷
の
調
和
の
取
れ
た
木
造

建
築
で
し
た
。

ま
た
、
同
じ
飯
塚
市
内
に
あ

る
「
嘉
穂
劇
場
」
も
炭
鉱
が
栄

え
て
い
た
時
代
に
建
て
ら
れ
た

千
二
百
名
を
収
容
で
き
る
木
造

建
築
で
す
。
こ
こ
で
は
通
常
見

学
で
き
る
と
こ
ろ
以
外
に
、
屋

根
裏
に
登
り
、
会
長
さ
ん
じ
き

じ
き
に
骨
組
み
の
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、

使
わ
れ
て
い
る
木
材
や
技
術
も

素
晴
ら
し
く
、
木
造
建
築
の
良

さ
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

夜
に
は
、
上
村
部
長
の
乾
杯

を
号
令
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

い
つ
も
の
慣
れ
親
し
ん
だ
顔
ぶ

れ
な
の
に
、
場
所
が
変
わ
っ
て
、

何
と
も
新
鮮
な
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。
宴
会
終
了
後
に
は
、

飲
み
た
り
な
い
人
、
食
べ
た
り

な
い
人
、
そ
れ
ぞ
れ
博
多
の
夜

を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
昨
日
と
は
打
っ

て
変
わ
っ
て
、
最
新
の
住
宅
設

備
機
器
と
モ
デ
ル
住
宅
が
見
学

で
き
る
リ
ク
シ
ル
福
岡
で
す
。

様
々
な
素
材
を
使
用
し
た
最
新

の
設
備
を
見
学
・
体
験
し
て
き

ま
し
た
。
最
後
に
、
博
多
の
駅

ビ
ル
へ
お
土
産
の
調
達
に
、
皆

さ
ん
思
い
思
い
の
も
の
を
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。

大
村
支
部
で
は
六
年
ぶ
り
に

な
る
青
年
部
旅
行
会
。
今
回
終

わ
っ
て
み
て
、
次
の
旅
行
会
が

何
年
後
に
開
催
さ
れ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
是
非
次
も
楽
し

み
に
、
も
っ
と
多
く
の
仲
間
が

参
加
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
上
村

良
一
）

家
族
ぐ
る
み
の
青
年
部
交
流
会

〜
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
親
睦
深
め
る
〜

佐
世
保

東
支
部
青

年
部
で
は
、

六
月
二
十

四
日
�
、

佐
世
保

ラ
ッ
キ
ー

ボ
ウ
ル
に

お
い
て
家

族
参
加
で

の
交
流
会

と
い
う
こ

と
で
ボ
ウ

リ
ン
グ
大

会
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
、

子
供
も
含
め
二
十
二
名
の
参
加

が
あ
り
、
準
備
さ
れ
た
豪
華
賞

品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
と
、
そ
れ

ぞ
れ
自
慢
の
腕
前
（
？
）
を
披

露
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
久
し
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
ら
し
く
中
々
ス
コ
ア
が
伸

び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で

も
タ
ー
キ
ー
を
出
す
方
も
い
た

り
と
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
終
了
後
は
、
参

加
者
全
員
で
バ
イ
キ
ン
グ
ラ
ン

チ
で
の
交
流
を
深
め
、
う
っ
と

う
し
い
梅
雨
を
吹
き
飛
ば
す
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
一
本
松

淳
）

長
与
連
合
分
会

〜
や
す
ら
ぎ
伊
王
島
日
帰
り
の
旅
で
交
流
〜

西
彼
支
部
長

与
連
合
分
会
で

は
、
去
る
六
月

二
十
六
日
�
に

組
合
員
及
び
家

族
の
親
睦
と
交

流
を
図
る
為
、

や
す
ら
ぎ
伊
王

島
へ
日
帰
り
の

旅
を
実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
日
は
あ

い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
総
勢

二
十
八
名
の
参

加
を
頂
き
、
車

中
や
ホ
テ
ル
で
は
お
酒
を
酌
み

交
わ
し
、
語
ら
い
、
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
温
泉
を
利
用
す
る
方

も
お
ら
れ
、
有
意
義
な
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し

た
。今

後
も
こ
の
様
な
活
動
を
計

画
し
、
組
合
員
皆
様
の
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
分
会
活
動
の
充

実
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
長
与
連
合
分
会
長

岩
永

亀
雄
）

建
設
長
崎
「
職
人
太
鼓
」
は
、

九
州
表
具
文
化
協
会
長
崎
大
会

よ
り
演
奏
依
頼
を
受
け
、
七
月

六
日
�
に
、
稲
佐
山
観
光
ホ
テ

ル
で
和
太
鼓
の
演
奏
披
露
を
行

い
ま
し
た
。

建
設
長
崎
職
人
太
鼓
は
、
再

結
成
か
ら
、
六
年
目
を
迎
え
、

熟
練
し
た
バ
チ
捌
き
で
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

昨
年
、
練
習
場
所
で
あ
っ
た

職
業
能
力
開
発
協
会
が
閉
鎖
さ

れ
、
練
習
が
で
き
な
い
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
メ
ン
バ
ー
全
員

で
場
所
を
探
し
、
現
在
は
週
に

一
度
、
時
津
町
に
あ
る
カ
ナ

リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
練
習
を
し
て

お
り
ま
す
。

「
建
設
長
崎
職
人
太
鼓
」
は
、

浦
上
東
支
部
青
年
部
を
中
心
に
、

本
部
青
年
部
活
動
の
一
環
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、「
建
設
長

崎
」
の
文
化
活
動
や
、
対
外
的

な
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
し
て
も
活

動
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
約
百
二
十
名
の
お
客

さ
ん
の
前
で
「
校
倉
」
と
い
う

曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

演
奏
終
了
後
に
は
大
き
な
拍

手
を
頂
き
、
大
い
に
「
建
設
長

崎
」
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
経
験
を
次
に
繋
げ
、

更
に
前
進
す
る
た
め
、
今
後
メ

ン
バ
ー
の
増
員
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

和
太
鼓
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
各
支
部
へ
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
あ
な
た
の
参

加
を
待
っ
て
ま
す
。

（
職
人
太
鼓

田
崎

順
一
）

人
吉
・
霧
島
一
泊
旅
行

〜
驚
愕
し
た
森
岡
城
〜

中
央
支
部
は
、六
月
二
十
三
・

二
十
四
日
、
人
吉
・
霧
島
方
面

の
支
部
旅
行
を
開
催
。
二
十
一

名
が
参
加
。

初
日
は
、
熊
本
に
あ
る
サ
ン

ト
リ
ー
工
場
で
美
味
し
い
ビ
ー

ル
を
片
手
に
焼
肉
の
昼
食
を
取

り
、
そ
の
後
、
青
井
阿
蘇
神
社
、

森
岡
城
を
見
学
、
霧
島
国
際
ホ

テ
ル
で
宿
泊
。

二
日
目
は
、
霧
島
神
宮
、
高

千
穂
牧
場
、
関
之
尾
の
滝
を
見

学
し
、
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ガ
ー
デ
ン
で
昼
食
後
、
帰
路
に
。

二
日
間
と
も
非
常
に
激

し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
、
高

速
道
路
の
一
部
の
区
間
で

通
行
止
め
に
な
る
な
ど
、

十
分
に
見
学
が
出
来
な
い

箇
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、バ

ス
の
中
や
宴
会
で
は
、
地

元
料
理
に
お
酒
、
そ
し
て

楽
し
い
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

特
に
感
動
を
受
け
た
の

が
森
岡
城
の
見
学
。

森
岡
城
は
、
え
び
の
市
に
あ

り
、
個
人
の
方
が
お
城
築
造
の

た
め
に
株
式
会
社
を
設
立
し
て

建
て
た
お
城
で
す
。
日
本
建
築

の
集
大
成
と
も
言
え
る
お
城
と

池
泉
回
遊
式
日
本
庭
園
を
、
面

積
一
五
〇
〇
〇
坪
と
い
う
広
大

な
敷
地
の
中
、
着
工
か
ら
二
十

七
年
と
い
う
歳
月
を
経
て
、
現

在
も
ま
だ
建
築
途
中
。
建
築
の

プ
ロ
で
あ
る
皆
さ
ん
で
す
ら
、

本
当
に
目
を
見
張
る
程
の
全
国

か
ら
集
め
た
貴
重
な
木
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
て
お
り
、「
こ

れ
は
す
ご
い
！
す
ご
い
！
」
と

驚
愕
。
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
是
非
訪
れ
て
み
て

下
さ
い
。

（
森

一
公
）

中

央

支

部

職 人 太 鼓

演
奏
曲
説
明
（
抜
粋
）

《
校
倉
》

軽
快
な
ベ
ー
ス
の
中
で
、

低
い
姿
勢
で
横
か
ら
打
ち

込
む
「
横
打
ち
」
と
い
う

打
法
を
用
い
て
お
り
、
伝

統
的
な
建
築
様
式
「
校
倉

造
り
」
か
ら
命
名
し
た
曲
。

▲嘉穂劇場前にて
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